
個別ゼミ概要（ＷＥＢ掲示用） 

作成日：2025 年 3月 12日 

授業科目名 如水会寄附講義「如水ゼミ」 

ゼミ名 「航空運輸」 

講師幹事名 折原 範明 大学教員 
全学共通教育センター長  南 

裕子 

学 期 2025 年春夏 開講時間 水曜 4～5 時限 

【授業の目的・到達目標】 

⮚ 経済・社会インフラを支え人流・商流・物流を担うエアラインビジネスについて、その社会的意義と実践を理解する。 

⮚ 地球規模で変化していく事業環境・競争環境の現状を踏まえ、今後の経営戦略のあり方について展望する。 

⮚ 運輸業であると同時に広く認知されるサービス業としての側面を理解し、実践的なマーケティング戦略を修得する。 

⮚ エアラインの生産活動の根幹を支えるパイロットの仕事と役割・職務環境について、理解と考察を深める。

⮚ エアラインビジネスを通じて、企業の社会的存在価値、ビジネスパーソンの在り方について、その普遍性を考究する。

【上記目的・目標達成方法】 

⮚ 各授業では、一方通行の説明のみならず、講師と受講生および受講生同士のコミュニケーションも豊富に促し、思考を

深めます。 

⮚ 各分野で活躍する実務経験豊かな先輩講師が、実体験も交えながらより実践的な理解と認識の共有をサポートします。 

⮚ 学外研修として、羽田空港（訓練施設等）、本社ビル（運航管理施設等）の見学を予定します。 

【授業の内容と計画】※役職は 2025 年 3 月時点、テーマは適宜変更の可能性あり

月日 講師名 
卒年 

学部 

社名・役職 
（※役職は作成日現在） 

講義内容 

4 月 23 日 

＠一橋 

折原 範明 平 13 経 日本航空(株) ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業本部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売部業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

航空業界とインバウンド 

5 月 14 日 

＠一橋 

新藤 聡 平 14 社 日本航空(株) ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰ本部 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ EX 企画部空港ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

エアラインビジネスを支えるデジタルテク

ノロジー

5 月 28 日 

＠一橋 

横田 敦 平 19 社 日本航空(株) 空港本部 

空港事業企画部運営・渉外ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

空港運営と海外拠点 

6 月 11 日 

＠一橋 

舘野 賢藏 

大濵 雄介 

平 15 商 

平 28 商 

日本航空(株) 運航本部 

運航安全推進部 安全評価室 

調査役機長 

日本航空(株) 運航本部 

787 運航乗員部 副操縦士 

パイロットの世界 

6 月 25 日 

＠一橋 

田村 英稔 平 13 経 日本航空(株) 財務経理本部 
経理部決算ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

航空業界の財務戦略 

7 月 9 日 

＠羽田空港
本社天王洲 

能島 詩奈 

伊藤 匠海 

平 29 社 

平 30 商 

日本航空(株) ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部 

事業開発部 MaaS グループ  

主任 

日本航空(株) ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ本部 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ部

第 3 運航管理・統制グループ

主任

羽田空港・本社ビル見学会 

（整備工場、イノベーションラボ、運航管

理施設等） 
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【テキスト・参考文献】 

✔ 各講師が提供するオリジナルの資料をベースとして、適宜企業サイト（HP）なども使用する予定です。 

✔ 必要に応じ書籍の指定をすることがあります。 

 

【受講生に対するメッセージ、希望】 

一見華やかに見えるエアライン・ビジネスの実像について、一連の講義を通じてぜひ理解を深めてください。また、至近

のコロナ禍でも浮き彫りになったように地球規模での社会環境変化を大きく受ける業界でもあり、そうしたダイナミック

な実情を学びつつ、世界における日本の立ち位置や一人一人が社会で働く意義について、ぜひ思考を深めていってくださ

い。エアラインに限らず、近い将来各自が向き合うことになる就職活動にも大いに役立つ機会を提供します。 

 

 


